
第 124 回　6 月 4 日

　切手が語るスペイン現代史話ー内戦勃発 80 年ー

　　　　　　　　　安西 修悦 氏 ( 外部講師 )

連絡はがき、会報　では

　　安西　修一郎氏 ( 外部講師 ) と紹介させていただきましたが

　　　　頂きました資料と著書のお名前でレジュメを作成しました。

講師郵趣歴
（１）中学２年でナポレオン３世（ドーデの作品にあった）切手に百貨店で
　　　遭遇し購入、蒐集開始。

（２）高校３年で中止、30 代半ばに購入のみ復活。
（３）40 代後半に、母校郵研機関誌に寄稿。
（４）定年後、カバーも収集範囲に。総合テーマ：切手が語る政治変遷。
（５）郵趣：「フランス切手・国名表記の変遷」掲載。
（６）「スペイン現代史の一側面」（三井賞）。
（７）ユーゴスラヴィアの結成・分割・復活・分解。
　　切手は歴史の証人

（１）歴史に対するストーリーを持っていて、それを語るのに都合の良い図案　　　
　　　の切手を配列。

（２）切手図案・消印・カバーを読み取って、歴史のストーリーを組み立てる。
（３）特定の事件・人物・場所などの図案切手収集。
　　例：フランスの政変に伴う切手国名表記の変遷

         JPS 会員、切手研究会会員、郵研三田クラブ会員
 


















